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脳情報の可視化と制御による
活力溢れる生活の実現
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全体構想
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世界に先駆けた脳情報産業の創造

世界で進む医療分野を中心とした脳科学研究

日本の脳情報研究と
ロボット研究は世界トップ
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デコーディング ロボティクス

手つかずの社会問題
の多くが脳と心に帰属

認知機能の低下

難しいコトづくり

情報の洪水

高齢化

サービス経済

情報社会

ニューロフィードバック

脳をシミュレートし、創薬へ。
2012年～10年約1500億円。

脳神経回路の根本研究。
2013年～10年約3000億円。

EUの取組 米国の取組

脳情報の民生分野での
モデルケース公開

脳情報サービスを育てる
イノベーションエコシステムの構築
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⇒脳は１年間で０．６ポイント委縮
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私の脳

２０１３年１０月（脳指数＝１０５） ２０１５年１０月（脳指数＝１０２）

⇒脳が２年間で５年間分委縮？
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脳情報のバリエーション

構造 機能
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⇒先端研究では、構造から機能、さらにネットワークまで可視化
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脳の分類 脳の定量化 脳の調節

良い脳パターン

悪い脳パターン

揺れ動く自分の脳の
見える化

脳のセルフ
コントロール

望ましい脳パターン
を持つ人達

望ましくない脳パターン
を持つ人達

群間での比較

MRIニューロフィードバック

⇒医療・軍事分野では脳の制御に関する実用化が目前
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MRIニューロ
フィードバック

簡易
脳計測機

誰もが脳情報を
自由に使える社会

ImPACTでの研究開発目標
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Ｗｅｂ、データ解析アンドロイドＡＩ、機械学習

統括技術責任者

ATR川人所長 大阪大学石黒教授 京都大学神谷教授

脳ビックデータ脳ロボティクス携帯型BMI
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研究体制とグループ責任者

【ステージ２】 ８グループによる集中的挑戦

情報

教育

健康

【ステージ１】 ２２グループによる探索的挑戦

【脳ビック】【携帯型BMI】 【脳ロボ】

金井Ｇ

原田Ｇ

原Ｇ 辻本Ｇ

神谷Ｇ

荒牧Ｇ 根本Ｇ

今水Ｇ 井上Ｇ

須山Ｇ 武本Ｇ

山下Ｇ 北城Ｇ

生田Ｇ 乾Ｇ

山本Ｇ

住岡Ｇ 開Ｇ

西尾Ｇ

前田Ｇ

松下Ｇ

苧坂Ｇ

脳の健康

神谷統括川人統括 石黒統括

神谷Ｇ今水Ｇ

山下Ｇ 住岡Ｇ

森本Ｇ

西尾Ｇ

PM直轄

生田Ｇ

乾Ｇ

【携帯型BMI】 【脳ロボ】 【脳ビック】【汎用脳計測】

ポスター発表
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一般社団法人ブレインインパクト

脳情報
ImPACT

B3C準備研究会
（異業種コンソーシアム、

約３０社参加）

～現状～ ～今後～

脳情報
ImPACT

ATR

京都大学

大阪大学

・・・

研
究
委
託

直轄
研究会

ATR

京大

阪大

・・・

研
究
委
託

研究
成果

研究
リソース

意見

非営利・公益の自主運営へ

京大にオフィス設置

一般社団法人

ブレインインパクト
【標準化・倫理】

脳の健康に関する国際基準
（ＩＴU-T＆ＷＨＯ）

【情報共有・知財管理】
HealthcareBrainチャレンジ支援

と共同研究支援

【事業化・人材育成】
脳情報の実践的ビジネススクール

（京大ＭＢＡ）

２２グループ ８グループ
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